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日
本
共
産
党	

松
本　

春
男

　

問　
（
仮
称
）綾
瀬
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

環
境
影
響
予
測
評
価
実
施
計
画
書
の
審
議

資
料
に
、審
査
会
で
の
意
見
と
し
て
、本
イ

ン
タ
ー
の
型
式
で
あ
る
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
Ｂ

型
は
安
全
上
望
ま
し
く
な
く
、
一
般
道
と

の
Ｔ
字
交
差
点
が
渋
滞
す
る
と
あ
る
が
、

市
の
考
え
は
。
ま
た
、
海
老
名
市
長
か
ら

の
法
律
を
遵
守
し
、
地
元
自
治
会
と
の
調

　

市
民
会
議
21	

増
田
淳
一
郎

　

問　

阪
神
大
震
災
か
ら
今
ま
で
、
多
く

の
地
震
が
発
生
し
、
日
本
列
島
は
地
震
の

活
動
期
に
入
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
震

災
に
備
え
、
市
役
所
に
設
置
し
て
あ
る
非

常
電
源
装
置
を
使
用
し
て
、
装
置
の
点
検

も
兼
ね
て
一
日
仕
事
を
し
て
み
て
は
ど
う

か
。
６
月
に
質
問
し
た
人
工
透
析
施
設
設

置
に
関
し
、
市
内
医
療
機
関
に
問
い
合
わ

　

	

綱
嶋　

洋
一

　

問　

重
度
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
は

小
児
医
療
費
助
成
制
度
と
並
び
、
経
済
的

負
担
の
軽
減
を
図
り
、
対
象
者
の
健
康
保

持
と
生
活
の
安
定
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
制
度
で
あ
る
。
こ
の
制
度
に
つ

い
て
、
県
は
今
年
10
月
か
ら
通
院
時
２
０

０
円
、
入
院
時
１
０
０
円
の
一
部
負
担
金

を
導
入
し
、
65
歳
以
上
の
新
規
重
度
障
害

整
を
求
め
る
意
見
が
あ
る
。
県
は
環
境
ア

セ
ス
メ
ン
ト
に
取
り
上
げ
に
く
い
と
し
て

答
申
書
か
ら
外
し
た
が
、
市
の
考
え
は
。

市
の
費
用
負
担
例
と
し
て
、
横
須
賀
市
が

工
事
費
の
27
・
５
％
に
あ
た
る
約
42
億
円

を
低
金
利
で
県
に
貸
し
付
け
て
い
る
方
法

を
示
し
て
い
る
が
、
市
の
考
え
は
。

　

答　

公
表
さ
れ
て
い
る
イ
ン
タ
ー
の
形

態
は
、比
較
検
討
し
決
定
さ
れ
た
も
の
で
、

Ｔ
字
路
の
渋
滞
対
策
は
、
道
路
交
通
情
勢

デ
ー
タ
に
基
づ
く
推
計
結
果
か
ら
、
右
折

レ
ー
ン
の
設
置
な
ど
で
対
応
で
き
る
と
聞

い
て
い
る
。
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
始
ま

れ
ば
、
市
の
意
見
を
求
め
ら
れ
る
の
で
、

必
要
な
意
見
を
述
べ
て
い
き
た
い
。
審
査

会
に
対
し
て
海
老
名
市
長
が
出
さ
れ
た
意

見
書
を
、
県
が
ど
の
よ
う
に
判
断
し
た
か

は
全
く
分
か
ら
な
い
の
で
、
答
弁
は
控
え

る
。
ま
た
、
費
用
負
担
で
は
、
県
の
資
料

の
中
に
２
案
出
さ
れ
て
い
る
が
、
現
実
的

に
い
く
ら
に
な
る
の
か
と
い
う
具
体
的
な

数
字
は
、
県
か
ら
提
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　
（
ほ
か
に「
河
川
の
洪
水
対
策
に
つ
い
て
」

を
質
問
）

せ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
進
ち
ょ
く
状

況
は
ど
う
か
。
ま
た
、
避
難
所
と
な
る

小
・
中
学
校
の
体
育
館
や
一
般
教
室
な
ど

の
受
け
入
れ
態
勢
は
整
っ
て
い
る
か
。
震

災
で
消
火
栓
が
使
用
不
能
と
な
っ
た
場

合
、
必
要
な
防
火
水
槽
が
最
も
少
な
い
地

域
は
ど
こ
か
。
ま
た
、
そ
の
地
区
へ
の
対

策
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　

答　

市
庁
舎
の
非
常
電
源
装
置
は
、
月

１
回
の
試
運
転
と
年
２
回
の
法
定
点
検
を

行
っ
て
お
り
、
十
分
対
応
の
確
認
を
し
て

い
る
の
で
、
一
日
通
し
て
行
う
考
え
は
な

い
。
人
工
透
析
施
設
は
、
専
門
の
医
療
従

事
者
の
確
保
や
送
迎
体
制
の
構
築
な
ど
の

問
題
か
ら
前
向
き
な
回
答
が
得
ら
れ
な
か

っ
た
。今
後
も
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く
。

ま
た
、
県
の
調
査
で
は
、
震
災
時
の
本
市

で
の
最
大
被
害
者
数
は
６
８
０
０
人
で
、

市
内
15
の
小
・
中
学
校
で
す
べ
て
の
避
難

者
の
受
け
入
れ
態
勢
を
整
え
て
い
る
。
防

火
水
槽
で
は
、
落
合
と
上
土
棚
、
綾
西
の

一
部
で
数
が
十
分
で
は
な
い
。
今
後
、
公

園
な
ど
の
整
備
に
併
せ
て
設
置
を
進
め
、

水
利
の
確
保
に
努
め
る
。

者
を
対
象
外
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
来
年

10
月
か
ら
は
所
得
制
限
も
導
入
す
る
と
し

て
い
る
。
本
市
で
は
県
の
制
度
改
正
に
か

か
わ
ら
ず
、
一
部
負
担
金
の
導
入
や
新
規

対
象
者
の
年
齢
制
限
の
設
定
、
所
得
制
限

の
導
入
を
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
願
い
た

い
が
、
市
長
の
所
見
を
伺
う
。

　

答　

本
市
で
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法

の
施
行
以
来
、
障
害
者
や
そ
の
家
族
か
ら

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
負
担
金
を
徴
収
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
発

足
に
伴
い
、
障
害
の
あ
る
高
齢
者
の
間
に

９月26日、スポーツセンターで、第30回綾瀬市長杯
ゲートボール大会が開催されました

２８４,６５２円
※一般会計歳出総額22,947,225,895円を平成20年３
　月31日現在の人口80,615人で割ったもの
（歳出の内訳）

民生費　　　７３，３２９円
　社会福祉や児童福祉など

土木費　　　５９，９４１円
　道路･公園･計画的なまちづくりなど

総務費　　　３８，８３０円
　行政の運営など

教育費　　　３４，０６３円
　学校教育や生涯学習の充実など

衛生費　　　２７，２８５円
　保健やごみ処理など

その他　　　５１，２０４円
　借入金の返済、消防・救急活動の充
実、商工業・農業の振興など

　

一
般
質
問
は
、
提
出
さ
れ
た
議
案
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
政
全
般
に
対
し

て
、
議
員
が
執
行
者
の
考
え
方
を
た
だ
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

　

９
月
定
例
会
で
は
、
９
月
18
日
・
19
日
の
本
会
議
で
12
人
の
議
員
か
ら

質
問
が
行
わ
れ
、
論
議
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
以
下
は
質
問
・
答
弁

の
概
要
で
す
。
（
掲
載
は
質
問
順
、
５
面
ま
で
続
き
ま
す
）

綾瀬インター設置
の諸問題に対する
市の考え方を問う

大震災を想定した
諸問題に対する市
の取り組みを伺う

本市の重度障害者
医療費に対する今
後の対応について

不
安
が
高
ま
っ
て
い
る
中
、
こ
こ
で
新
た

な
負
担
を
し
て
も
ら
う
こ
と
は
、
当
面
は

困
難
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
従
っ
て
、
今

年
度
の
一
部
負
担
金
導
入
と
65
歳
以
上
の

新
規
重
度
障
害
者
を
助
成
対
象
外
と
す
る

対
象
者
の
見
直
し
は
当
面
実
施
し
な
い
。

ま
た
、
平
成
21
年
度
以
降
の
所
得
制
限
を

含
め
た
見
直
し
も
、
重
度
障
害
者
に
新
た

な
経
済
的
負
担
が
及
ば
な
い
た
め
に
も
当

面
実
施
し
な
い
考
え
で
あ
る
。

（
ほ
か
に
「
消
防
の
広
域
化
に
つ
い
て
」

を
質
問
）

一般会計決算歳入・歳出の状況

歳入総額
243億4,523万円

市税
142億8,461万円
　　（58.7％）

市税
142億8,461万円
　　（58.7％）

国庫支出金
25億1,532万円（10.3％）

市債
9億2,600万円（3.8％）

国有提供施設等所在
市町村助成交付金等
10億9,915万円（4.5％）

県支出金
10億8,854万円（4.5％）

諸収入
9億3,700万円（3.9％）

地方消費税交付金
8億3,904万円（3.4％）

地方譲与税
2億2,539万円（0.9％）

繰越金
11億112万円（4.5％）

自動車取得税交付金
2億3,385万円（1.0％）

その他
10億9,521万円（4.5％）

歳出総額
229億4,723万円

衛生費
21億9,956万円（9.6％）

公債費
18億6,712万円（8.1％）

消防費
10億9,104万円（4.8％）

商工費
6億1,242万円（2.7％）

議会費
2億6,487万円（1.1％）

その他
2億9,227万円（1.2％）

民生費
59億1,144万円
　　（25.8％）

教育費
27億4,603万円
（12.0％）

総務費
31億3,032万円
（13.6％）

土木費
48億3,216万円
（21.1％）

民生費
59億1,144万円
　　（25.8％）

教育費
27億4,603万円
（12.0％）

総務費
31億3,032万円
（13.6％）

土木費
48億3,216万円
（21.1％）

市民１人当たりの歳出決算額


